
Facilitationは、引き出す、容易にする、という意味があります。

能力を引き出す、やる気を引き出す、成果を引き出す。

まちづくりも組織も社会も楽しくなりますね。

ご興味がある方はお気軽にお問い合わせください。

「一人ひとりがいきいきと生活すると集団や組織も

いきいきしてくる。

そして、社会全体もいきいきとしてくる。」

そんなことを願っています。

そのためには、一人ひとりが持っている能力が発揮できること。

それを引き出すお手伝いをしたいと考えています。
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まちづくり＆組織の活性化

ファシリテーション

◆ What's Social acty ? ◆

SOCIAL ACTY
一人ひとりが生き生きと生活できる社会の実現を目指しています。



・2030年までに達成したい国連の目標「ＳＤＧｓ2030」達成には何が必要なのか？を

　子どもたちと考えました。

・未来の地域のためにできることは？について、子どもから大人まで一緒に考えました。

＊みんなの幸せな未来を描いていきます。

2018年に、今までの大学での授業やセミナーで求められることが多かったスキルを整理し、 HP http://social-acty.com

事例を紹介する書籍を出版できました。 TEL 0564-53-0370

いくつかの研究所の雑誌にもご紹介いただいており、まちづくりだけでなく研究、教育にも MAIL
ファシリテーションが求められていることを実感しています。

多様な人たちが幸せに暮らせる未来をつくるために、弊社でできることは何か？

を常に念頭に置いて、行動してまいります。

・ファシリテーションをサポートするＡＩ(人工知能)の可能性について大学と考えていきます。

　◆ 2018年ふりかえり

social-acty@m4.catvmics.ne.jp

株式会社 ソーシャル・アクティ

代表取締役　林 加代子

・女性だけを対象とした「マルシェ」の立ち上げや防災会議をファシリテートしています。

＊子ども、女性のパワーを再認識しました。

・いろいろなまちづくりの場面での未来を対話の中から見つけていこう！と毎月開催しています。

・『多様な市民とつくる合意～コミュニケーションとファシリテーションのレシピ～』を

　出版しました。

・大学の授業で実際に障がい者福祉の場へ出かけて行き、体験しました。

・子どもだけの会議、シンポジウムなどをファシリテートする機会をたくさんいただきました。

・小学校6年生の子どもたちに、租税教室をしました。
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